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市町樹全備を参える
本年度の「未来を拓く都留まちづくり会議」は、昨年度に引き続き市町村合

併をテーマに、2月7日から市内9地区で開催いたしましたが、各会場におき
ましては、国や都道府県、また、市町村の動向や現況などについて、できる
限りの情報やデータを提供し、ご議論をいただきました。

今回は、各会場での主なご意見を紹介します。
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以上、各地区でのご意見を紹介しましたが、住民発議によって示された合併対象1回「村との法

定合併協議会の，設置などを含め、1回J村合併について、前向きな意見が多ぐ寄せられました。

住民発一議に基づく都留I正　西桂町、秋山村及び適志村を合併対象市町村とする合I刑効議会の設

置につきましては、都留市議会、道，擁立議会、II琳即丁議会では議決されましたが、秋山村議会に

おきましては否決となりましたので、この枠での議論は白紙になります。

両町村合I鮎ま、都留吊の将来のあり方や、私たちの生活に彫轡を及ぼすものであるため市民の

みなさんと　一緒に考え、理解を深めていきましょう（，　　　　　　　　　　間合先　政策形成課
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